
























































































3 . 2 　調査手順
















について』TIS、BCCWJ LBe 9  00011）（＊傍線は筆者加筆）
また、「動詞」「名詞」「終助詞」とあるのは、以下のように「ッテ」の後にそれぞれの品詞
が来る場合である。下の 2 ）～ 4 ）の「ッテ」の後ろには、それぞれ「動詞」「名詞」「終助
詞」が続いている。




4 ）先生さ救急車で行くと一番早いんだってな（CEJC T005_005 420.114-421.926）










文末 動詞 名詞 終助詞 その他 合計
現実会話  852（29.7％） 1683（58.7％） 114（4.0％）  47（1.6％） 172（6.0％） 2868（100％）
小説内会話 1587（36.3％） 1900（43.5％） 396（9.1％） 228（5.2％） 258（5.9％） 4369（100％）
表 1 を見てみると、両会話においても「ッテ」に後続する品詞は動詞が最も多かった。特
に現実会話においては過半数に動詞が後続していた。
4 . 2 　「ッテ」に後続する動詞の種類
「ッテ」に後続する品詞のうち動詞が最も多いことがわかったが、それではどのような動
詞が後続しているのだろうか。




会話における「ッテ」に後続する動詞のうち、第 4 位、第 6 位、第10位の「なる」「やる」「あ
る」は、小説会話中においては、「なる」は 1 件、「やる」「ある」は 0 件であった。逆に、
表 3 の小説内会話における「ッテ」に後続する動詞のうち、第 7 位、第 8 位、第 9 位の「おっ
しゃる」「知る」「約束する」は、現実会話においては、それぞれ 2 件、 3 件、 0 件であった。
表 2．現実会話におけるッテに後続する動詞 表 3．小説内会話におけるッテに後続する動詞
順位 動詞 数 順位 動詞 数
1 言う 1126 1 いう（言う、イウ、云う、いう） 1173
2 思う  226 2 思う  194
3 書く   86 3 きく（訊く、聴く、聞く）   85
4 なる   47 4 わかる（判る、分かる）   37
5 聞く   36 5 呼ぶ   32
6 やる   17 6 書く   28
7 わかる   14 7 おっしゃる   24
8 考える   11 8 知る   24
9 呼ぶ   11 9 約束する   18

























11）01A で それを なんかみんなが知るチャンスにもなると思うし。
02A そんな違いが世の中にはあるんですねってゆう。















06B うん うん うん うん うん うん。
07B やっぱ誰かに接するのっていいですよね。
08A そうなんですよね。




12A いや でも このままじゃなってゆう。
13B あー。
（CEJC K002_003a 513.349-535.714）























































































加藤ではこの他に、「Q っていう N」といった連体修飾として用いられる形や、「Q って（＋コメント部）」
といった提題や強調として使用される形も引用の基本型として取り上げたが、これらの考察は後稿に譲
り、今回は対象としなかった。また同様に加藤で取り上げられている発話末の「って。」についての考察
も後稿に譲った。
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